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３．平成 30 年度第 2 回打ち合わせ H30.11.3(土)～11.4(日) 

３－１.11 月 3 日（土） 

1 日目は、下長屋トンネルおよび有福第四トンネルの現地調査を行いました。下長屋トン

ネルにおいては、トンネルの施工は、文献等により立抗による施工が示されていることか

ら、立坑の跡や境界杭等が残っていないかとみんなでくまなく探しましたが見つかりませ

んでした。数少ない既存資料を手にいろいろ頭を働かせながら調査することは、遺跡等の

発掘と同様に大変有意義なものでした。特にこの日は秋晴れで、最高の調査日和となりま

した。また、川を渡り急斜面を上り、山中の樹木に覆われた有福第四トンネルを発見した

時は、「ハインリヒ・シュリーマン」になった気分でした。 

なお、この日の懇親会においては、来る浜田市で予定の未成線サミットの話で大いに盛

り上がりました。 

 

３－２．11 月 4 日（日） 

2 日目は、マップの更新や土木学会の見学会（11 月 23 日）のコース下見を兼ね、下府駅

から丸原地区までの全線で、遺構の状況確認を行いました。 

旧線起点の下府駅においては線路の反対側に一部平地があり（現在は草木でおおわれて

いる）、この場所に SL を展示すれば、多くの住民の方へ今福線の PR になるのでは？と空想

しながら現地の確認を行いました。この日も昨日に続き好天で現場日和でした。 

11 月 23 日には土木学会の見学会も予定されており、観光的な視点、土木遺産的な視点に

立って、今後も調査を含め今福線の活動を続けて行けたらと思いました。 

 

 

４．おわりに 

  技術士の今福線研究分科会の活動において、個人的には平成２７年度の今福線のシンポ

ジウム以来、大きな行事には参加できていませんが、分科会のメンバーとも親しくさせて

頂き、非常に楽しく活動させてもらっています。今後は、旧線、新線において、線路が繋

がったであろうと思われる浜田から広島までの計画路線全線をドローン等で空撮し、３次

元設計の中で、線路、トンネル、橋梁等の構造物を描き、SL を走らせると言う大きな夢を

持ちながら活動を続けることができたらと思います。 

 


